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テーマ 質問数 配布数 回収数 回収率
睡 眠 10 51 34 66.7％
ア ク セ サ リ 9 37 32 86.5％
読 書 9 47 33 70.2％
朝 食 7 41 39 95.1％
化 粧 11 39 19 48.7％
結 婚 10 41 34 82.9％
甘 い も の 9 39 34 87.2％
母の日父の日 12 42 22 52.4％
ネ ッ ト 接 続 12 37 31 83.8％
コ ン ビ ニ 10 41 19 46.3％
恋 愛 9 38 27 71.1％
ペ ッ ト 8 41 23 56.1％
旅 行 10 40 18 45.0％
携 帯 電 話 11 45 32 71.1％
映 画 10 45 30 66.7％













































テーマ 質問数 配布数 回収数 回収率
メ デ ィ ア 等 16 54 40 74.1％
ダ イ エ ッ ト 9 54 43 79.6％
漫 画 11 56 45 80.4％
音 楽 9 54 41 75.9％
睡 眠 11 58 42 72.4％
ア ル バ イ ト 12 57 46 80.7％
音 楽 9 58 46 79.3％
お 弁 当 9 58 41 70.7％
カ フ ェ 10 58 42 72.4％
ス イ ー ツ 10 58 45 77.6％
インターネット 7 57 42 73.7％
携 帯 電 話 13 57 39 68.4％
お 菓 子 10 56 42 75.0％
平 均 10.5 56.5 42.6 75.4％
表２ 2013年度 アンケート演習⑴のテーマと回収状況
テーマ 質問数 配布数 回収数 回収率
職 9 52 45 86.5％
外 食 12 46 38 82.6％
新 聞 8 53 45 84.9％
お 小 遣 い 5 52 41 78.8％
バ イ ト 17 49 38 77.6％
ブ ラ ン ド 7 58 45 77.6％
ラ ジ オ 7 46 36 78.3％

















































































課題 個人／グループ 内容 方 式
課題01-1 個人 基本調査への回答 プリント
課題01-2 個人 世の中にあるアンケート３つ以上 メール
課題02-1 グループ アンケートのテーマ メール
課題02-2 個人 アンケートの質問５つ以上 Word
課題03-1 グループ アンケート質問 Word
課題03-2 個人 質問へのコメント・修正 Word
課題04 グループ 質問用紙完成 Word
課題05 個人 アンケートへの回答 プリント
課題06-1 グループ データ入力ファイル作成 Excel
課題06-2 グループ データ入力 Excel
課題07 個人 朝食データ ピボットテーブル 分析シート Excel
課題08 個人 朝食データ 割合 横棒グラフ Excel
課題09 個人 朝食データ ソート フィルタ ヒストグラム Excel
課題10-1 個人 朝食データ クロス集計 Excel
課題10-2 個人 朝食データ Wordレポート Word
課題11-1 グループ グループ発表の分担 メール
課題11-2 個人 グループアンケートの集計・レポート Word・Excel
課題12 グループ グループディスカッションの発表報告 口頭
課題13 個人 グループ発表の資料 Word・PowerPoint
課題14 個人 グループ発表の感想 メール































四則計算 割合 集計、平均など 表計算





















クラス テーマ グループ人数 質問数 配布数 回収数 回収率
1
学生生活 5 21 28 26 92.9％
化粧 4 21 28 26 92.9％
ファッションとメイク 5 23 28 26 92.9％
2
恋愛 4 20 30 28 93.3％
恋愛 4 20 30 29 96.7％
性格 5 20 30 29 96.7％
3
洋服ブランド 5 23 28 27 96.4％
好きな服のブランド 4 17 28 27 96.4％
日常で使われている化粧品 5 15 28 27 96.4％
4
洋服 4 15 30 29 96.7％
美容 4 20 30 29 96.7％
髪型 4 21 30 29 96.7％
職業 5 20 30 29 96.7％
































































































































































表計算 ランク１ ランク２ ランク３
事前 42.9％ 16.7％ 7.1％ 0.0％
事後 91.7％ 52.8％ 41.7％ 12.5％
かったです。ピボットテーブルや四則演算ができなかったのでもう一度やりたいです。
●ピボットテーブルの作成が難しかった。棒グラフや円グラフ・計算などはできるようになっ
た。質問（答えやすい）ものを考えたり、順番を考えたりするのが難しかった。
●休む子がいてたいへんでしたが乗り切れたので良かったです。
効果と課題
アンケート演習⑴を１年前期の必修科目とするにあたり、アンケートの計画・実施・分析・
発表というすべてのプロセスをグループ単位で行うことで、さまざまな効果と課題が明らかに
なった。
実施者と回答者を同時に経験することは、アンケートの回収率を上げ、回答する態度も真剣
になる。自己完結型の学科内アンケートという方式でも、30件程度の規模で回収率90％以上を
確保できた。よく準備すれば２倍以上の規模でも同程度の回収率を達成できるであろう。
学習内容の順序として、質問の作成、アンケート実施を先行し、データ入力と分析手法の演
習を並行して行い、独自アンケートの分析および発表を行うという方式が良いと思われる。グ
ループ学習は、共通教材による演習では共同学習として、独自アンケートにおいては質問の作
成のみならず、分析と発表においても分担やディスカッション等の作業を通じて、より成果を
高める可能性がある。
ただ、グループ方式の最大の問題として、脱落者の問題を取り上げなければならない。今回、
出席不足により各クラスから数名の不合格者を出す結果となった。この結果がグループ方式に
よるものと結論することはできない。しかし、アンケートの作成・実施・分析・発表という作
業はどうしても積み重ね型の作業となるため、欠席が続くほど次に出席しづらい心理状態にな
ることはあるであろう。一方で、欠席者によって作業が遅滞したり一部のメンバーに負担が
偏ったりという問題も生じた。実際、５人のグループが脱落者のため３人に減ってしまい、作
業が過剰になったグループもある。担任やグループメンバーが何らかのフォローを行い、脱落
者を出さない工夫が今後は必要である。
「広い意味での研究力をつける」という学科の教育目標の達成という点から見ると、本科目
はその出発点に立つ科目としての意義は示すことができていると考えている。ただ、基本調査
でも明らかになったように、割合をはじめとする数理リテラシー、データのばらつきや相関、
推定や検定等の統計リテラシーを習得させるには、さらに発展的科目によって継続的に演習す
る必要があるだろう。こうした試みの広がりが、学生の数理・統計に関する苦手意識を少しで
も克服する機会となることを願っている。
グループ方式によるアンケート分析演習の実践と課題
― 56 ―
